
１ 
 

令和３年度 投資事業評価調書（継続：再評価〔第１回〕） 

部課室名 
県土整備部土木局 

河川整備課 
記入責任者職氏名 
（担当者氏名） 

河川整備課長 勝野 真 
（企画整備班主幹 森野 正之） 

内線 
4408 

（4437） 

事業種目 河川事業 水系名 八家川水系 

事業目的 

八家川河川整備計画（平成24(2012)年７月）に基づき、洪水対策・高潮対策を実施することにより、地域住民の

安全・安心を確保する。 

八家川河川整備計画における｢計画的に整備を進める区間｣ 

本川 

 区間 延長 整備目標 事業の状況 前回評価年度 

 
① 河口～防潮水門 

（高潮堤防嵩上げ） 
0.4km 高潮時の浸水被害の防止 H28(2016) 

完了 評価対象外 

 
② 高水敷下流端 

（防潮水門、ポンプ場） 
－ 同上 H28(2016) 

完了 

H24(2012) 

整備計画 

策定報告 

 
③ 防潮水門～三ツ橋 

（河川改修） 
0.3km 

戦後最大流量である昭和 40 年９月台風 23
号と同規模の洪水(概ね 20 年に１回の確率

で発生する洪水)を安全に流下させる 
未事業化 

 
④ 三ツ橋～山陽電鉄 

（河川改修） 
0.61km 同上 未事業化 

 

⑤ 山陽電鉄 

～姫路バイパス 

（河川改修） 

1.89km 同上 未事業化 － 

 

⑥ 明田川合流地点 

～姫路バイパス 

（洪水調節池） 

－ 同上 事業中 
H28(2016) 

新規評価 
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【明田川合流地点～姫路バイパス 】 
事業概要および進捗状況 

 今回評価内容 （ ）：前回評価時点 

工区 事業区間 整備内容 
 

全体事業費 進捗率 残事業費 

完成 

予定 

年度  

八家川 
明田川合流地点 

～姫路バイパス 
調節池整備 

事
業
費 

42億円 

(16億円) 

31％ 

(－％) 

29億円 

（－億円） 
R8 

(R5) 
内
用
補 

6.6億円 

(7.8億円) 

100％ 

(－％) 

０億円 

(－億円) 

 

事業を取り巻く 

社会経済情勢等 

の変化 

気候変動の影響により、近年、豪雨災害が頻発化・激甚化していることから、河川改修に対する地元の

要望は強まっている。 

【前回評価時点（新規評価）からの事業計画・総事業費・工期の変更概要】 
［事業費］ 
・埋蔵文化財調査による調査費の増額（７億円増） 

・地下水対策等（矢板工・遮水コンクリート打設等）の追加（20 億円増） 

・用地費の減額（１億円減） 

［事業期間］ 

・地下水対策等に関する工法の見直し検討による、事業期間の延伸（３年延伸） 

 

進捗状況 

・平成29(2017)年度より用地買収を実施し、令和２(2020)年度までに完了 

・埋蔵文化財調査（確認調査・本発掘調査）の必要性が判明し、令和元(2019)年度より 

埋文調査を実施 

・令和３(2021)年度より調節池の整備に着手する 

 

評価視点 評価結果の説明 

審査会意見及び対応方針 

(H28年度新規評価) 

【審査会意見】 

・事業実施にあたっては、完成後の調節
池の平常時における利活用方法につ
いて、地元及び姫路市と十分に協議さ
れたい。 

 
・調節池の整備にあたっては、現地の自

然環境に配慮し、保全目標を定めた上
で整備することが望ましい。 

 

【対応方針】 

・平常時に利活用できる施設整備について検討するため、
県・市・地元からなる“八家川洪水調節池の利活用計
画作成協議会”を令和２(2020)年１月に立ち上げ、維
持管理の役割分担等について検討を深めている。 

 
・周囲堤等の築堤盛土材には、原則、調節池の掘削土を
流用するとともに、周辺の在来種を参考に緑化に努め
る。 

(1)必要性 ① 現況の流下能力は55㎥/s（基準点：糸引橋）であり、計画流量80㎥/sが確保されていない
事から、調節池の整備により貯留分として10㎥/sを先行して整備する。 

② 昭和40年以降も浸水被害を繰り返している。 
・昭和40年９月台風23号〔床上70戸、床下200戸、浸水面積101ha〕 
・平成２年９月台風19号〔床上92戸、床下296戸、浸水面積140ha〕 
・平成16年８月台風16号〔床上32戸、床下169戸、浸水面積13ha〕 
・平成16年９月台風18号〔床上1戸、床下28戸、浸水面積3ha〕 
・平成23年９月台風12号及び豪雨〔床上41戸、床下113戸、浸水面積1.5ha〕 

③ 周辺は住宅開発が進み、過去の浸水区域内でも住宅が増加していることから、調節池を早期

に整備し、治水安全度を向上させ、地域住民が安全に安心して生活できる環境を確保する必

要がある。 
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(2)有効性 

・効率性 

 

 

 

(事業執行環境) 

① 費用便益比B/C=2.5（河川整備計画の内、洪水対策の費用便益比） 

② 河道改修は、下流から再整備が必要なため、用地買収や鉄道・道路の交差物件の改築が必要

であり、長期間を要することから早期に治水安全度の向上が見込めない。 
③ 調節池を先行整備することにより、下流の洪水流量を低減することで、浸水被害の軽減を早

期に図り、治水安全度を向上させることができる。 
④ 事業推進に対する地元の協力体制ならびに関係機関との協議・調整が進捗しており、事業執

行環境が整っている。 
 

(3)環境適合性 ① 護岸等は可能な限り環境配慮型のブロックを用いて整備し、生物の生息・生育・繁殖環境

の確保に努める。 

② 調節池周辺において散策等の憩いの場を設けるなど、河川環境の保全に努める。 

 

(4)優先性 ① 高潮対策として実施している八家川排水機場は平成29(2017)年度で完成しており、引き続
き上流工区での浸水被害解消に向けた対策を実施する。 

姫路市の下水道事業はH29(2017)年度より雨水貯留施設や雨水ポンプ場の設置などを実施し

ており、県市が連携した浸水対策を実施することで、流域全体の治水安全度向上を図る。 
 

再
評
価 

の
結
果 

継続 
左の 

理由 

事業の必要性・有効性等は事業採択時と変わっておらず、当該区間の早期供用を望む 

地元の声が強いことから、継続して事業を実施する必要がある。 
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事業区間 

河川整備計画全体 

H28(2016) 

～ 

R8(2026) 

前回評価から 

R3(2021)まで 

今後５年間 

R4(2022) 

～ 

R8(2026) 

八家川 

明田川合流地点

～姫路バイパス 

【事業費＝42 億円】 

・調節池整備 

・埋蔵文化財調査 

【事業費＝13 億円】 

・調節池整備 

・埋蔵文化財調査 

【事業費＝29 億円】 

・調節池整備 

・埋蔵文化財調査 

     - 流下能力の確保 

松原八幡神社

姫路東IC

三ツ橋

東山橋

糸引橋

明田橋

市下水導事業
（雨水調節池）

市下水導事業
（雨水ポンプ場）

(

二)

八
家
川

八家川排水機場

八家橋

昭和橋

山陽電鉄橋

姫路バイパス

①

②

松原八幡神社

姫路東IC

三ツ橋

明田橋

市下水道事業
（雨水貯留施設）

(

二)

八
家
川

八家川排水機場

事業評価区間

調節池整備

八家橋

昭和橋

山陽電鉄橋

姫路バイパス

①

②

県管理上流端

東山橋

糸引橋

市下水道事業
（雨水ポンプ場）

八家川水系八家川 河川整備計画 全体位置図 

出典：国土地理院

凡  例 

黒 H28(2016)まで 

黄 H29(2017)～R3(2021) 

赤 R4(2022)以降 

緑 河川整備計画におい

て計画的に整備を進

める区間 

： 浸水範囲 (H16年8月）

： 浸水範囲 (H16年9月）

： 浸水範囲 (H23年8、9月）

浸水実績
： 浸水範囲 (H16(2004)年8月）

： 浸水範囲 (H16(2004)年9月）

： 浸水範囲 (H23(2011)年9月）



事業区間 ： 明田川合流地点～姫路バイパス

総事業費 ： 42億円

内用地補償費 ： 6.6億円

事業期間 ： 平成29(2018)年 ～ 令和８(2026)年

事業概要 ： 調節池整備

費用便益比B/C ： 2.5 （河川整備計画の内、洪水対策の費用便益比）

事業概要

目 的

戦後最大流量である昭和40年９月台風23号と同規模の洪水

(概ね20年に１回の確率で発生する洪水)を安全に流下させる。

河川事業 二級河川八家川水系八家川 （継続：再評価〔第１回〕

浸水実績

浸水実績 (平成16(2004)年８月) 浸水実績 (平成16(2004)年９月)

松原八幡神社

姫路東IC

三ツ橋

東山橋

糸引橋

明田橋

市下水導事業
（雨水調節池）

市下水導事業
（雨水ポンプ場）

(

二)

八
家
川

八家川排水機場

事業箇所

八家橋

昭和橋

山陽電鉄橋

： R3以前

： R4～R8
： 計画的に整備を 進める区間

： 浸水範囲 (H16年8月）

： 浸水範囲 (H16年9月）

： 浸水範囲 (H23年8、9月）

姫路バイパス

①

②

位置図

出典：国土地理院

松原八幡神社

姫路東IC

三ツ橋

明田橋

市下水道事業
（雨水貯留施設）

(

二)

八
家
川

八家川排水機場

事業評価区間

調節池整備

事業箇所

八家橋

昭和橋

山陽電鉄橋

凡例
： R3(2021)以前

： R4(2022)～R8(2026)
：河川整備計画において

計画的に整備を 進める区間

： 浸水範囲 (H16(2004)年8月）

： 浸水範囲 (H16(2004)年9月）

： 浸水範囲 (H23(2011)年9月）

姫路バイパス

①

②

県管理上流端

東山橋

糸引橋

５

市下水道事業
（雨水ポンプ場）



現況写真

工程表
：前回計画
：実施・計画

埋文調査 出土状況
横断図

事業進捗平面図

出典：国土地理院

： R3以前

： R4～R8

： 計画的に整備を 進める区間

凡例
： R4(2022)～R8(2026)
： 河川整備計画において

計画的に整備を 進める区間

姫路バイパス

事
業

評
価

区
間

調
節

池
整

備

鋼矢板 L=10.5m 鋼矢板 L=10.5m

築堤 築堤

現況河床

計画河床高

遮水コンクリート t=0.5m

掘削

掘削+埋戻し2.
5m

約16m

地盤改良地盤改良

約
2.

5m

完成池底高

埋文調査 北エリア状況調節池 現航空写真

土馬

現況地盤高

R3.6月時点

今回整備レベル

N

種別 R4H29 H30 H31 R2 R3

測量・調査
・設計

用地補償

埋文調査

R8

調節池整備

R5 R6 R7

６



事業の有効性・効率性

（１）費用対効果

①便益（B）の項目

②費用便益費（B/C）算出根拠

評価の視点 効果項目（費用対効果の便益内容）

治水安全度の向上 浸水被害の軽減 ・一般資産被害(家屋、家庭用品、事業所償却資産、農業家償却資産等)
・農産物被害、公共土木施設等被害、営業停止被害、応急対策費用

Ｂ(便益) Ｃ(費用)
Ｂ／Ｃ

便益額 代表的な効果 総費用 事業費 維持管理費

15,153 浸水面積 66ha 解消 6,032 5,383 648 2.5

１）便益＝「治水事業を実施することによる被害
軽減期待額」を現在価値化

被害額＝一般資産被害＋農作物被害
＋公共土木施設等被害
＋営業停止被害＋応急対策費用

２）費用＝「建設費＋維持管理費」を現在価値化

７

※ 河川整備計画の内、洪水対策の費用便益比

※



（２）費用対効果に含まれない効果

（３）地域からの要望状況等

評価の視点 効果項目 該当する事業内容等

社会経済活動等
の安定

人的被害の軽減 ○
・浸水区域内人口1491人、災害時要援護者461人を解消、
・最大孤立者285人(避難率0%)、171人(避難率40％)、35人(避
難率80％)を解消

道路、鉄道等の交通途絶による
波及被害の軽減

○ ・(一)国分寺白浜線の交通途絶を解消（交通量21,959台/日）

医療・社会福祉施設、防災拠点
施設、文化施設等の被害の軽減

○ ・糸引保育園、糸引公民館(避難所)の浸水を解消

水害廃棄物の発生の軽減 ○
・電力の使用不能者168人、固定電話・通信の使用不能者170人
の解消

魅力ある河川空間
の創造

多様な生物の生活環境の保全・
再生・創出

○
・護岸には環境に配慮したブロックを活用し、多様な生物の生
息・生育・繁殖の場を確保する。

親水空間の整備･景観への配慮 － －

要望状況等

地元自治会から治水対策の促進について、毎
年要望が出されている。

参考：事業の変遷

昭和31(1956)年：局部改良事業着手

昭和43(1968)年：播磨高潮対策事業着手

平成21(2009)年：八家川水系河川整備基本方針策定

平成24(2012)年：八家川水系河川整備計画策定

平成29(2017)年：調節池等整備事業着手

８


